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日本の平野(その3)

関東平野(2)

おさむ

福田理

4.5.黒滝時階

関東地方は中新世末～鮮新世初め頃の地質時代にも大

きな地変を受けた.これが黒清時階の地変として知ら

れているものでその名は房総半島の鮮薪統の最下部層

である黒滝層の基底の黒滝不整合に由来している.こ

の不整合は房総半島の勝浦～竹岡の線および三浦半島

の浦郷～藤沢の線付近で見ると陸化･侵蝕→沈降･堆

積という経過をたどって形成された普通の型のものでは

なく鮮新統堆積の初期に海底面の著しい傾動沈降と

これに平行して物質の急速な堆積とが起こったために

西北西～東南東の走向を有する中新世後期の地層の上に

西南西～東北東の走向をもって鮮新世初期の地層が重

放った結果できたものにほかならない.

これに対して常磐炭田およびその隣接地域において

は黒清時階の地変が通常の傾斜不整合の形で記録され

ている.すなわち上総層群の下部に対比される多賀

層鮮およびその相当層の基底には顕著な傾斜不整合が

知られておりこの不整合を挾んでその上･下の地層

の間には地質構造の明瞭な相異が見られる.とくに

常磐炭田においては高久層灘およびそれ以下の諸属が

大きく見ると断層を伴う向斜構造を旅しているのに対

してこれらの上に重なる多賀層群はゆる〉･単斜構造を

なしておりこの時階の地変の記録を明瞭に保存してい

る.以上に述べた以外の地域におけるこの時階の地変

の記録は必ずしも明瞭で扱いが関東地方の北西部にお

いては後で述べる南多摩時階の地変と重複して記録さ

れており主として地盤の上昇運動という型の地変であ
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第7表上総下総成四の3層群を二上五二

主とする対比表
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ったと考えられる.

4.6.鮮新世

第7表は関東平野に分布する主要恋鮮新･更新両統の

関係を示したものである.本表から読み取れるように

地下まで含めて考えると関東平野を構成するもっとも

重要住地層は上総層群であるが本層群あ上限は今の世

界的に使われている鮮新･更新両統の境界とは一致して

い校い.この地方におけるこの境界をどこに置くかと

いう問題については古くから多くの論争が行なわれて

おり今日でもいつ果てるとも予想のつかない論争が続

けられているがここでは第7表に示した著者の見解に

基づいて話を進めることにする.実はこのような問

題は中新･鮮新両統の境界についてもありユ0年ほど前

まではこれを千畑層およびその相当層の基底に置く考え

方が支配的であったがその後の生層位学的研究の進歩

から今日ではこの境界は一般に黒滝層およびその相当

層の基底に置かれている.

4.6.1.前～中期

先に述べたように黒清時階の地変によって関東地

方の北酉部の広大な地域が陸化したがその南部は中新

世の後期に引き続いて海面下にありまた常磐炭田お

よびその隣接地域は鮮新世に入るとともに小規模な

がら新しい海進を受けた.この時代の古地理について

は今日でも不明確な点が少なくないがこれを古地理

図の形で示せぱおおよそ第10図のようになるものと思
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狐い二の蝋猟篤雛驚ナ｡

でありまた東京湾卿雫滝層の類甥も一郷喝堅軍

でその最下部には軽有凝灰岩も党もれる.こ;のよ

うに当時の火山活動の中心は海域の南西部あるいはこれ

に隣接する陸域にあったようである.化石から見ると

この時代の関東地方の海域はだいたい暖流の影響下にあ

ったものと考えられ･る.

4.6.2.南多摩時階

上総層灘堆積時代のもっとも重要なできごとは第7

表からも読み取れるように依知礫層およびこれに対比

される大矢部･増戸･大荷田･飯能･物見山の諸櫟層の

基底の不整合によって表現されているものである.こ

の不整合を境としてこの地方の地層の分布に大きな変

化カミ見られるぱかりでなく大阪層群のようにこれに

対比される不整合を基底とする地層は本部の各地に広

く分布しているのでこの不整合によって示される地変

は日本列島の発達史を考える上にも無視できない重要

なものと考えられる.関東地方においてこの不整合

を基底とする地層カミもっともよく発達しているのは多摩

丘陵でありそこに分布する上総層群の下･中部に当る

大矢部層から鶴川層にわたる諸属カミｰ括して南多摩層

群と呼ばれることもあるところから著者はこの地変に

南多摩時階の名を冠して呼んでいる.

この地変に関連してもっとも重要なことは多摩丘陵

の連光寺層の基底に小規模ながら不整合が知られており
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第10図関東地方の古地理(その5鱗新世前～中期D

奇揮に綿比さ征る手ツ木デ豊岡･吉見｡浅見山の諸礫層

弘前鉦拙た依磁層に対比される諸礫層の分

禦に連鱒瓢ニニ為もそ㌶

化カミきわめて大きく多数の礫層を挾有しておりとく

に生田層の下部に見られる礫層の基底の一部には顕

著な侵蝕面さ完知られている.このような事実から

南多摩時階の地変のもっとも大きな動きは依如礫層お

よびそれに対比される諸礫層の基底の不整合の形成時期

に行なわれたのであるがその後も主として堆積盆地の

後背地の隆起という形で地変は引き続いて行なわれと

きに急激な隆起を伴う動きをして連光寺層の基底の不

整合を生みさらに堆積盆地の形にも相当な変化をも

たらしたものと考えられる.すなわち南多摩時階の

地変は鱗新世の中頃からその末期にわたって行なわ

れたのである.

4.6.3.後期

ここに鮮新世後期としたのは大田代層の上半部およ

び梅が瀬層の下半部の堆積時代である.この時代のも

っとも欠きた特長は現在の関東平野の西半部において

著しい礫層の堆積が行なわれたことである(第11図).

さらにくわしく見ると連光寺層の基底の不整合によっ

て示される地変の結果物見山丘陵以南においてはこ

のような礫層を主とする地層の堆積区は縮小したが比

企丘陵以北においてはむしろ堆積区の拡大が認められ

る.一方この時代の海域においては南多摩時階の
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地変の1つの結果として半深海域にまで砂の供給が及

びここに砂･泥の互層が形成された(第11図).南関東

ガス田地帯の主要なガス層はこのようにして形成された

のであるがこのようなガス層の形成はこの時階の地

階の地変の先駆をなす後背地の上昇によって大田代層

の下半部の堆積時にも行なわれた.また化石から見

るとこの時代前半の関東地方の海域はだいたい寒流の

影響下にあったカミその後半には再び暖流の洗うところ

となったものと考えられる.

4.7.更新世

先に述べたように著者は関東地方における鮮新･更

新両統の境界を第7表に示したように考えているがそ

れは次に述べるような理由によるものである.

よく知られているようにイタリアを中心とする地中

海岸には海岸段丘をつくる若い地層がよく発達しており

それらは古い方からすなわち高い位置にあるもの

からカラフリアン(Ca1abrian)シシリアン(Sici1ian)

ミラジアン(Milazzian)テイレニアン(Tyrrhenian)お

よびモナスドリアン(MOnastrian)の名で呼ばれてい

る.これらの諾層は主として海成層からなっているが

カラフリアンに対比される陸成層はヴィラフランキアン

(Yi11afranchian)として知られている.これらの諸属

の中でシシリアンおよびそれ以新の地層を更新統とす

ることには異論ほないがカラフリアンおよびこれに対

比されるヴィラフランキアンの所属については古くか

ら多くの議論が繰り返されてきた.ところが1948年

にロンドンで開かれた第18回万国地質学会議において

カラフリアンおよびヴィラフランキアンの基底をもって

更新統の基底とする勧告が採択された.イタリアにお

いてはこの層準は新第三系以上における最初の気温低

下を示す層準に当っている.わが国の地質学者の中に

はこの勧告に従うべきでないとする意見の学者も少な

くないカミ地質系統の区分というものが元来ヨｰロッ

パに分布する地層に基づいて設定されたものでありか

つ自然科学というもののあり方から考えても同じ用

語はできるだけ同じ｡意味に使用され放けれぱならないの

で著者はよほどの支障がない限りこの勧告に従う

べきものと考える.

第7表に示した対比は主として海棲動物の化石から知

られる海水温の変化に基づくものであるが本邦の地層

とヨｰiコッパのものとの対比ということになると哺乳

動物の化石がものをいうようになる.ところで関東

地方から知られている鮮新･更新両統の境界を考える上

に重要注哺乳動物の化石としてはPα"θ助孤力〆ω肋洲

およびPα伽惚｡60物α鮒07ωと呼ばれる2種の象が挙

げられる.前者は肋〃1φゐ伽属の中でも臼樹の稜数

の少ない原始的なもので梅が瀬層の上半部から数個知

られている.本属の原始的なものは模式地のヴィラフ

ランキアンからも知られておりしかも梅が瀬層の上

半部に含まれている海棲動物の化石はこの部分の堆積

が寒流の影響下で行たわれたことを示しているので現

在では梅が瀬層の上半部から更新統とする考え方が有力

であるが問題はそれほど簡単ではない.

更新統の下限をこのように認定した場合にまず問題に

なるのはこの地方における新第三紀以後の最初の明瞭

な海水温の低下カミ見られるのは大関代層の上半部の堆

積時であって梅が瀬層?上半部の堆積時との間に暖

流の影響下にあった同層の下半部の堆積時を挾んでいる

ことである.次に問題になるのは上に挙げたPα伽

8娩0∂0勿α舳㈹θが生同ヨ･高津の両層から知られてい

ることである.三浦半島北部から多摩丘陵にわたる地

域に関する地質調査所石油課を中心とする調査に大き放

誤りカミなV'とすると第7表に示したようにこの象の

化石の産出層準は梅が瀬層の下半部に対比される.と

ころカミこの象は肋舳晦0∂0〃層の中では原始的なもの

であるが本邦の化石哺乳動物学者の一般的恋意見は

その産出層準をPα〃2助ω力㈹"伽〃8のそれより上位

に置くことに傾いている.

以上述べたような厄介な問題が残されているとしても

先に述べた勧告に従う限りこの地方の更新統の最下位

の地層が梅が瀬層の上半部その下半部および大田代層

の上半部の3者の中にあることには疑問の余地カミないで

あろう.しからぱこれら3者の中のどの地層を更新

統の最下位のものと考えるのがもっとも合理的であろう

か.この問題に対して著者はこのようなものを本

邦において求めるならぱそれは北方系の哺乳動物の化

石を有する新第三紀以後の最古の地層になるものと考え

たい.何と柱ればイタリアにおいてカラフリアン

期が新第三紀以後の最初の海水温の低下期に当っている

のはその地理学的位置によるところが大きく日本列

島とくに東北日本の地理的位置から見るとここで同

様狂海水温の低下期をもって更新世の始まりとすること

は危険であると考えられるからである.先に挙げた

Pα〃1θ助郷μ0劫舳8は一般に北方系のマンモス

(〃㈱榊肋㈱が"g2曲s)の祖先型とされているもの

でしたがって梅が瀬層の上半部はまさに上に述べた

著者の考えによる本邦における更新統の最下位の地層と

いうことになる.このように結果的に見ると著者

の本邦の鮮新･更新両統の境界に関する結論は現在も�
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りとも有力とされている考え方に一致するが上に述べ

た推論の過程は著者独自のものであることを強調してお

く.Pα伽惚060刃層の象は明らかに南方系のもの

でありその進化や地質学的分布の問題は本邦の鮮新･

更新両統の境界問題から切り離して再検討されなければ

なら狂い.

さて上に述べたように梅が瀬層の上半部およびそ

の相当層から更新統に入ることは明らかにされたが第

7表に示されたこの部分以上の地層だけがこの地方の更

新統を構成するものでは狂い.よく知られているよう

にアルプス地方においては更新世は古い方からドナ

ウ(Donau)･ギュンツ(G廿nz)･ミンデル(Mindel)･リ

ス(Riss)･ヴユノレム(W直m)の5氷期およびそれぞれ

の間の間氷期に区分されておりヴィラフランキアンは

ほぼドナウ氷期に当るものとされている.この区分を

基準とすると多くの学者の意見は成田層およびその

相当層堆積後沖積層の堆積前に形成された段丘堆積物を

ヴユルム氷期のものとすることに一致している.また

海カミ瀬層の上半部およびその相当層カミドナウ氷期のもの

ということになる.以上の点を基準として海水温の

低下期およびこれに対応する内陸側の不整合の形成期を

それぞれギュンツ･ミンデル･リスの各氷期に対比され

るものとすると第7表に示したようなアルプス地方ど

この地方の対比カミ得られる.しかしこの地方の生い

立ちをこれらの氷期および間氷期に対応させて述べるに

は資料が不足しているのでここでは第7表に示した

層序の大区分にしたがってその概要を述べることにす

る.これらの大区分の中で上総層群については問題

はないカミ成田層群を成閏層および古地理学上これと一

連の海に堆積したと考えられる地層の総称と再定義しさ

らに上総･成田の両層鉦の間に挾まれる地層群に対し

て下総層群の名を適用することにした.

4.7.1.上総層群上部の堆積時代

説明を簡単にするため海カミ瀬層の上半部から笠森層

までの講者を一括して表題の上総層群上部とした.

この時代に入ると鮮新世の後期には海域であった現在

の多摩丘陵の地域が陸化したばかりでなく海域はか抜

り狭くなり横浜市付近東京都東端部埼玉県東南端

部茨城県南部および千葉県北酉部に限られるようにな

った.この時代の古地理学上とくに重要なことは上

に述べた海域と現在の相模湾との連絡は長沼層の堆積

時を除いではだいたい絶たれていたと考えられること

である.なおこれら両海域の連絡は大田代･大船両

層の上半部の堆積時には第11図に示すように絶たれて

いたが暖流の影響下にあった梅が瀬層の下半部および

小柴層の堆積時には両海域はおそらく連絡Lていたも

のであろう.更新世における海域の縮少･拡大は両

極地方における氷冠の拡大･縮少に起因する汎世界的な

現象でありこの地方もその影響を強く受けていること

は第7表から容易に読み取れるとおりであるがこれ

に地変の影響が加わってその現われ方が多少複雑にな

ったのがこの地方ばかりでなく日本列島の更新世の

地史の姿と見ることができる.

4.7.2.下総層群の堆積時代

上総層群上部の堆積時代の海域層が笠森層の上半部だ

けであることからも明らかなようにこの頃の海域は非

常にせまいものであったが下総層群の堆積の初めには

この海域はさらに縮少し両時代の境界にまたがって行

なわれた軽度の地変を反映してこの海域では主として

砂の堆積が行なわれた.また当時の多摩狭山の両

丘陵地域においては現在の陵線部付近を河川が流れ

ここに扇状地性の礫が堆積した.御殿峠および芋窪の

両礫層がそれであるが両者の構成礫は著しい風化を受

けていわゆる腐れ礫と呼ばれる状態になっている.

同様の腐れ礫からなる礫層は宇都宮市の北方にもある.

このような腐れ礫は日本列島の各地から知られているが

特定の層準に限って分布しておりその特長的な風化の

原因が気候条件にあることを暗示している.中でも広

く分布しているのカミ御殿峠礫層に対比されるものでこ

れには赤色の風化土壌を伴うものもある.そこで現

在より温暖な気候の下で風化されたものと一応考えられ

るカミ具体的た風化の過程については今後の研究に待

たなければならない.

このような時代に引き続いて海域は再び拡大しこ

こに下総層群の主部をなす地蔵堂層およびその相当層の

堆積が行なわれた.この頃に渋ると現在の東京湾口

付近が切れてそこから暖流カミ九十九里浜方面へ抜けて

いたようである.この頃のもっとも大き衣特長は現

在の東京湾奥から埼玉県の北東部を経て灘馬県の南東部

にわたる地域において著しい沈降運動が行なわれそ

の結果ミンデノレ/リス間氷期と推定される短い時間

(約20万年)内にところによっては厚さ400mをこえる

浅海成層が形成されたのである.成ロコ層およびその相

当層の厚さはせいぜい数10mまででありしかもその上

半部はだいたい海水準より上にあるので第12図の数字

はほぼ下総層群の厚さを示しているものと考えてよい.

しかも化石から見るとこの堆積物はすべてごく浅い

海で形成されたものでありしたがってこの沈降運動�
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は約20万年の間に徐々に行なわれたことになる.これ

から純粋の地変による平均沈降速度を算出する際には

極地の氷冠の融解による海水面の上昇の影響を考えなけ

ればならないがも?とも欠き,く見つもってもこれは

約60mとされてV'る.し定カミうて'上に述べた平均沈

降速度としては400m/20万年=2mm/年という値

カミ得られる.これは継続的に行なわれる地変の速度と

しては常識的な値である.上に述べた地変は先に本

誌上でも紹介した春日部層序試錐によって初めて明らか

になったところから著者はこれに春日部時階の名を冠

して呼んでいる.この時代の後半には海域は縮少し

陸域では礫層の堆積が目立つように溶った.これらの

礫層の構成礫は御殿峠礫層およびその相当層のものと

ちがってほとんど風化を受けていない.したがって

当時の気温はすでに現在と大差ないものであったかあ

るいはすでに次のリス氷期に入って現在より多少冷

たい気候となっていたものと考えられる.このようた

礫層の堆積に引き続いてこの地方の当時の陸域では

近隣の火山の活動によって著しい火山灰や軽石の堆積か

行なわれた.これがいわゆる多摩ロｰムとして知られ

ているものである.

4.7.3.成田層群の堆積時代

上に述べた時代と成田層群の堆積時代との聞にはこ

の地方の大部分が陸化してしまった時代カミあり台地面

を切ってかなり深い谷が形成された.こまかく見ると

リス氷期は1つの亜間氷期をはさむリス1およびリス2
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第12図下総屈群基底の算深線図

の2亜氷期に分けられるカミこの時代はおそらくリス.2

亜氷期に当るものであろう.その後地球上の気温が

上鼻して･リス/ヴユルム間氷期に入るとともにこれ

らの谷商ばかりでなくこの地方の低地は広く海水の狙

うところとな?た.､｡このような海に堆積したのカ沖田

層域およびその相当層である.そして…のよ5､な海

の拡大すなわち海進は下末吉海進として知られて

いるがその性格は肯い地質時代の一般に海進と腎ぱれ

ているもののそれとは異質のものである.^｣この時代の一

末期には地盤の相対的な上昇に引き続k･て､巧く火山尺

の堆積が行なわれた.これカミいわゆる下末吉㌃刃ム{一

して知られているも?である.最後の氷期で牟弔ヴユ

ルム氷期はこまかく見ると2つの亜間氷期をはさん二

でヴユルム1ヴユノレム2およびヴユルム3の亜氷期に

分けられるが上に述べた地盤の相対的な上昇はヴユ

ルム1亜氷期の海水面の低下を示すものにほかならない.

4.7.4.河岸段長形成時代

上に述べたようにしていわゆる下末吉面が形成され

た後この面を切る河谷が形成されて河床礫の堆積カミ

行なわれた.次いでヴユノレム2亜氷期の海水面の低下

によってこれらの河床礫を段丘礫層とする河岸段丘カミ

各地で形成された.

その代表曲荏ものが武蔵野段丘である(第13～第14図).､

このような段丘形成に引き続いて富士山をはじめとす

る近隣の火山の活動によってこれらの段丘面上に著し

い火山灰の堆積が行なわれた.これカミいわゆる武蔵野

ロｰムとして知られているものである.このロｰムは

下末吉ロｰムの上にも厚く堆積した.

その後このいわゆる武蔵野面を切る河谷か形成されて

新しい河床礫の堆積カミ行なわれた.次いでヴユルム

3亜間氷期の海水面の低下によってこれらの河床礫を

段丘礫層とする河床段丘が各地で形成された.その代

表的なものが立川段丘(第13.14図)である.このよう

在段丘形成に引き続いて再び富士山をはじめとする近

隣の火山の活動によってこれらの段丘面上に火山灰の

で堆積が行なわれた.これカミいわゆる立川回一ムとし

て知られているものであるが武蔵野ロｰムほど厚く扱く

武蔵野台地について見ると後者の厚さカミュOm近いのに

対して前者のそれは2m前後である.立川ロｰムの

表面は一般に立川面の名で呼ばれている.立川面形成

後もところによっては小規模な河岸段丘が形成された

(第13図)がこれらに関する研究はあまり行なわれて

い狂い.

以上前節の終りから本節にかけてヴユルム氷期に�
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第13図武蔵野台地の地形区分(寿円1956)

おける海水面の動きを中心として説明してきたがこの

時代にはもう1つ忘れてならない大地の動きカミあった.

第15図は房総半島北部およびその隣接地域(大部分は常

総台地に属する)の下末吉面の復原等高線図である.

その名の示すように本図の等高線はこの面を刻む谷間

をすべて埋めた場合について描かれている.本図から

明らかなように成田層群の堆積後この地域は先に

述べたような段丘を作った運動ばかりでなく内陸部か

ら南東方向に向ってゆるく高まる地形を作った運動を受

けた.さらに本図に一緒に示された利根川沿岸の沖

積地の高さが河口に向って大きくなっていることから

見るとこのような運動は現在まで経続的に行荏われて

いるものと思われる.この運動は一般にいわゆる関東

構造盆地を作った運動の一部とされているのであるが

足尾山地や筑波山塊の周縁部においては成田層群が低

い肩度で直接基盤岩類に接していることから見るとこ

の運動は造盆地運動という印象からはるかに遠いもので

あったようである.

4.7.5.沖積属の堆欄時代

沖積層というと地質図はおいても白地のままで残さ

れている場合カミ多く一般に現在まで堆積が引き続い

て行なわれている地層でありまたこのような地層の

堆積が行なわれているところカミ沖積地であるとされてい

る.しかしこの問題もそれほど簡単なものでは恋い｡

著者はこの問題に対して次のようだ考え方をしている.

各氷期には極地の氷冠の成長によって汎世界的な

海水面の低下カミ行なわれ花のであるが最終氷期すな

わちヴユノレム3亜氷期はおげるこの低下量はDa蚊

(1934)によれば75～8晩とされている｡そこで問題

を簡単にするためこれを80職として話を進めることに

する.これは最終氷期の最大海水面低下量すなわち

第14図多摩川流域の平兵衛所困～高幡不動線に沿う

地形･地質断面(寿円1956一部修正)

その最盛期における値であるカミその後現在にいたるま

での経過年数は最短15,000年最長27,000年と計算さ

れているので便宜上これを20,000年としておく.

このように約20,000年前からヴユノレム3亜氷期の氷河

は後退に向ったのであるカミ本邦のようなところでは

これこそ現在まで堆積が継続的に行なわれている地層の

出発点として実際に把握しやすい唯一の基準点である.

特定の氷河の特定地点までの後退をもって沖積世の始ま

りとしその後現在までの間に堆積したものを沖積層と

する考え方もあるがこのよう匁沖積層を本邦において

求めるにはC工{による絶対年代の測定によるほかないぱ

かりで狂くまったく連続的な堆積物の中に沖積層の基

底を置かなければ荏らなく柱る.そこで著者は約

20,000年前と推定される最終氷期の氷河の後退開始後現

在にいたるまでに堆積した地層を沖積層と考えたい.

本節の標題を沖積層とせずに沖積世の堆積時代とした

のは上に述べた事情によるものである.また上に

述べたことから明らかなように著者が採用した沖積層の

定義は確固たる基礎をもったものの中でもっとも大きな

内容を有するものである.

上に述べたように最終氷期の最盛期における河谷の

侵蝕の基準面す在わち当時の海水面は現在より約80

m停いところにあった.したがって約20,000年以降

現在1ひ'たるまでに大き狂沈降運動を受けなかったとこ

ろぽ糾)ては最終氷期の最盛期の海岸線までその後の堆

第15図関東平野東部の地形(花幹1938)等高線は復原

して描いてある(数字はm)利根川沿岸の黒点のわき

の数字は沖積地の高さである�
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積物によって陸化しているところにおいても沖積層の

厚さは80mをこえ狂いはずである.ところが本邦の

一部では80mをこえる厚さを有する沖積層が報告され

ている.たとえば新潟市付近においては最大約

240mの厚さを有する沖積層が報告されているがもし

これに誤りがなければ新潟市西部の内野においては最

終氷期の最盛期後現在までの間に240m-80m/20,000

年=8m㎜/年という平均速度の沈降運動が行なわれた

ことになる.これはあり得たいことではないが考

えにくい大きな数字であって新潟平野の沖積層といわ

れているものについては全面的な再検討が必要である.

幸いこの地方の沖積層については上に述べたよう

荏厄介な数字が提唱されたことはない.これはこの地

方の沖積層の基底の認定が容易であることによるがも

っと本質的な見方に立つならば江戸川河口のようなと

ころにおいてさえも最終氷期の最盛期の海岸線まで今

日のそれが進出しておらずしたがって沖積層の基底

に大き祖不整合があるからにほかならない.ちなみに

東京付近の沖積層は第16図のような分布をしており最

終氷期の最盛期に形成された河谷を埋めた入り海の堆積

物であることが化石を調べるまでもなくはっきり読

み敢られる.

第16図からも推測されるように沖積世のある時期に

おいては現在よりかなり内陸まで海岸線カミ入り込んで

いたのであるが次にこれについて考えて見よう.第

16図は東木竜七(1926)が貝塚の分布から復原した貝塚時

代の海陸分布であるがその性質上これはヴユノレム3

亜氷期後における最大海進時の海陸分布にほかなら狂い.

このようにヴユルム3亜氷期後現在までの間に現在

第16図東京付近の地質略図(復興帰1928な

どにより藤本1951が編集したもの)

記号の説明巾0とあるのは沖積層を欠く

部分

より海岸線が内陸まで入り込んでいた時期があったこと

は汎世界的に知られておりそして最大海進時は一般

に現在より5,000～6,000年前とされている.

5.構成

以上に述べた関東平野の生い立ちからこの平野の構

成の大要もおのずと明らかであるカ三次にこの点に重点

をおいて簡単に説明しておく.日本の平野のように

それを構成する地層の大部分が地下にあるものについて

は不整合面や特定の同時面の等深線(地表に出ている

部分については等高線)を描きそれらを古い方から順

に重ねあわせて見ることであるカミここでは上総層鮮

の基底の不整合面を関東平野の基盤面と考えてこれよ

り上位の構成だけを扱うことにする.

第18図は上総層群の基盤の地質の大要を示したもので

あるが基盤の深度は大きく見て勝浦一竹岡一浦郷

一藤沢の線から北方に向って銚子一筑波山の線から南

西に向ってまた関東山地の東縁部から東方に向って

それぞれ増大している.すなわちこの基盤の上に乗

る上総層灘は大きく見ると1つの盆状構造をなして

いるが本属灘のもっとも厚v･ところは大多喜付近にあ

り必ずしも完全に閉じた盆状構造ではなかったようで

ある.

浦賀水道一習志野一野田を結ぶ線から東の地域では

上総層群の中で梅が瀬層の上限カミもっとも広く追跡で

きる層準でありその線以西では東京ガス田の主要な

産ガス層準である江東砂層の上限カミもっとも広く追跡で

きる層準であるがこれら両層準を等深線で示すと第19

図のようになる.江東砂層の層準は大田代層の上半部

の下部に当るものであり本図に示された両層準は近い

第17図貝塚の分布から見た海陸の分布(東木1926)�
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ものとはいえないが本図の全域について同じ層準に

よる等深線図を描くにはまだまだ資料が不足している

のでここでは本図について見ることにする.本図か

ら明らかなように大岡代層の中ほどから梅が瀬層の上

帳付近にわたる層準の地層は大きく見ると八幡宿か

ら船橋にかけての地域を底部とする盆状構造をなしてい

ると見なすことができる.

上総層群の構造を害らにこ裏かく見ると各地にゆる

やか泣波状構造が兇られる｡すなわち第19図にも示

されているようぽ三浦半島北部の浜付近には軸カミほ

ぼ東西方向で東へ下降する向斜があり多摩丘陵には

星川付近にドｰム構造と溝の口付近を中心とする半盆

状構造とがある.芝浦一大森の線付近には軸が北方

に下降する1つの向斜とその東方には軸が北へ向っ

て下向する一つの背斜とが推定されこの背斜は川崎付

近までのびているようである｡また等深線の高度間

隔の関係で第19図には表現されてい扱いいが上総湊

の東方にはいずれも東西方向の軸を有するいくつかの

背斜および向斜があり大佐和付近にはドｰム状の構

造カミある.断層構造については夷隅川流域から九十

九里地域の南部にかけての一帯および川崎ガス困付近に

やや顕著なものが知られている.

以上に述べたよう在構造を有する上総層灘の上に第

12図に示したような状態の基底をもって下総層群カミ重

なっている.第12図と第19回とをくらべて見るとわか

るように上総層群分布地域の東半部においては面図

の等深線はかなり平行に近く上総層群の上に下総層群

が整合に重狂っているがその西半部においては両者
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等深線図(減井1961)

はまったく平行しておらずここでは下総層群は上総層

群の上に一般に不整合をもって重狂っている.後者に

おける下総層灘の有する重要な意義については先に春

日部時階の地変として述べておいたとおりである.下

総層群の堆積面は多摩丘陵の東部をはじめとする丘陵地

の稜線部に残されており多摩面の1部をなすものとさ

れているが八王子市南方の模式地における多摩面とこ

の堆積面はまったく異質のものであるので著者はこの

堆積面を横浜面と呼ぶことを提鴨したいと考えている､

下総層灘の上に刻まれ淀谷間を埋めた形で不整合に重

匁っている成田層群は前者のように特定地域はとく

は厚く発達することなく数王帥以下の厚さをもって

ほぽ水平に横たわっているがこ裏かく屍ると造盆地

運動という印象からはるかに遠いものではあるカミ古く

からこのようた名で呼ばれている継続的狂地盤運動の結

果をその表面の高層分布に留めていることは先に述べ

たとおりである.関東平野を本質的に構成している地

層は以上に述べた上総1下総･成田の3層灘であるが

これらの諸属を切る武蔵野段丘以下の河津段丘の堆積物

およびヴ狐ルム警瞳氷期に刻まれた谷間を埋めた形で

堆積した海成の沖積層およびこれに連恋る非海成の

沖積層もこの平野の現在の地形を決定づけたものとし

て重要であるカミこの平野を構成する全地層の体積の申

に占める割り合いは塵かなものである.

6.むすび

以上に関東平野についてその生い立ちを中心として

述べたカミこの平野には2つの重要な地下資源カミ埋蔵さ

れている.その1つは天然ガスおよびその付属水であ

り他申些2憶地下水で塗萎前者についてはすで
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第19図上総層灘の構造(河井1961)

習志野以東の地域では梅が瀬層の上限の

等深線(数字ほm)をまた同以西の地域で

は江東砂層の上限の等深線を示す�
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に本誌上でも数回紹介されたことがありまた本講座

においてもその地質学的意義について簡単に触れてお

いた.後者についても数多くの論文や解説が発表さ

れているが地下水と地質との関係については誤った

考え万カ沙荏からず流布されているのは残念である.

この地下水の問題はこの平野の合理的利用･開発を進め

る上にとくに大きな比重を占めているので適当た執筆

者を選んで稿を改めてくわしく述べてもらうことにし

たい.

(著者は燃料部石油課平野地質グ〃一プ長)

1地学と切手1

1華灘

第1回暁の富士(昭11.7.1⑰)

東海道よりの富士

難髪

第3回芦の湖の富士(昭37.1.17)石廊崎みのかけ岩

富士箱根伊豆国立公園堀内恵彦

この公園は名前の通り富士山を中心とする富士地区

箱根火山群の箱根地区と昭和30年に追加指定された伊豆

の地区からなり山梨･静岡･神奈川の3県にまたがる

948.14㎞2の面積を占めています.昭和11年2月1目

に指定されその後2回にわたる追加指定で現在の面積

と在りました

富士地区は世界の名山として有名祖円錐火山の富士山

を中心として北麓には山中･河口･酉･精進･本栖の

いわゆる富士五湖をもち人跡未踏の雄大な青木が原の

樹海や遠野が原匁どの広大荏裾野原野を展開し犬田

山三ツ峠精進パノラマ台改ど雄犬な眺望を展望するに

よい地域をも含んでいます.山体の中腹には宝永山

犬室山小當士などの寄生火山や樹型風穴氷穴等

を作り出した数条の溶岩流があります.西方大沢の浸

食谷は年々崩壊の度を強め一種のぶきみさを感ずる程

です.山麓一帯には広大な伏流水が白糸滝猪の頭の

爆園忍野の八海などの景勝をつくりレングツツジ

フジザクラ忍野のハリモミ林諏訪森のアカマツ林など

の植物群を形成し鳥類の繁殖も盛んでライチョウが移

殖され無事に育っていることは最近話題だっています.

古来から富士山は信仰の中心となり詩や絵画などによ

って国民の生活に融け込んでいることはどなたもご承

錦でしょう.また富士山は高度のわりに登山が容易で

近年は五合目まで自動車で行くことができることもあづ

かって年間16万を超す登山者があり頂上からの展望は

構犬です.また最近世界最大の気象観測用レｰダｰ

(有効半径800㎞)カミ設置されました.

箱根地区は明神岳金時山乙女峠長尾峠鞍掛山

等の外輪山に囲まれ火口原湖の芦の湖と仙石原の草原

をもち中央には神山駒が岳双子山衣どの中央火口

第2回七面山よりの富士(昭24.7.15)

三ツ峠よりの富士本栖湖よりの富士

丘カミそびえ大涌谷の爆裂火口や早川などの流域に渓流

に臨んで湧湯を引いた箱根12湯は有名で箱根権現早

雲寺関所跡匁どの社寺や史跡も多くあります最近で

は有料道路の箱摂バイパスや箱根スカイラインが開通し

さらに空中ケｰブルや芦の湖の観光船も整備されておま

りす.

伊豆地区は箱根十国峠から南に高岳天城山を経て達

磨山に至る山稜地域と半島の東西両岸にわたる海岸線全

域が公園地域で天城山の山稜は温帯性原始林におおわ

れ海岸は西南部石廊崎付近や波勝崎の高さ260mにもわ

たる海食墜の発達がすぐれた景観です.また東岸先原

付近は多くの小火山を伴う溶岩原が海岸に臨んでおり特

異匁地形を示しています.この地域にはさきに開通

した伊豆急電鉄を主として各方向に発達している自動車

便などとこの程完工をみた天城山稜上を縦貫して走る伊

豆スカイラインよって道路公園としての特色ある景観

を楽しむことができます.

以上3地域を総合してこの公園は登山ハイキング

キャンプ避暑舟遊び釣ゴルフなどが楽しめ箱

根伊豆地区は各所に湯泉が湧出しその設備も完備して

います.しかも3地区ともに交通の便に恵まれており

京浜地区に近く東海道･中央の各線によって簡単に到

達できるので利用度はきわめて高い地区です.

切手印面には大正11年発行の普通切手に採用されて以来

数種に採用されています国立公園切手としてほ第1

回が昭和11年7月10目に11/2銭3銭6銭10銭の

4種第2回が昭和24年7月15目に2円8円14円

24円の4種第3回が昭和37年1月17目に5円2種10

円2種の計4種総計12種が発行されています.

(筆者は元所員現科学肢術情報センタｰ)�


